
2025年度自己評価結果（概要） 

1. 福祉サービス事業者 

（1）事業者概要 

事業所名称：障害福祉サービス事業所 

（施設名）済生会ほほえみ 

種別：多機能型事業所 

（生活介護・就労継続支援 B型）   

代表者氏名：支部長 副島秀久 

（管理者）小西忠光 

開設年月日： 

      平成 24年 3月 1日 

設置主体：社会福祉法人恩賜

財団済生会 

経営主体：済生会熊本福祉センター 

定員：40名 

（利用人数）35名 

所在地：〒861-4127    熊本市南区内田町 3560-1 

電話番号：096-223-3428 ＦＡＸ番号：096-223-3429 

ホームページアドレス  http//sk-fukushi.jp/ 

（2）基本情報 

サービス内容（事業内容） 施設の主な行事 

生活介護事業 定員 30名 

就労継続支援 B型事業（パン工房） 定員 10名 

健康診断、防災訓練、運動会、忘年会、レクレーシ

ョン、秋祭り、地域感謝 DAY、販売会や余暇活動

（2～3回/月）等 

2. 事業所の特徴的な取組 

○利用者の「ストレングス（強み）」を意識した支援。 

○B型：手作りのパンと焼き菓子の製造、販売を通した地域との繋がりと社会参加。 

○生活介護：工賃支給と入浴支援の実施、意思決定支援を意識した活動設定。 

3. 評価結果 

該当項目数 38項目 

非該当項目数 0項目 

 

◆評価できる項目 

○B型パン工房では、地域で行われる販売会へ多数参加し地域とのつながりを強化。利用者の社会参加の機

会を増やすことができた。また、大口の注文を受けることで収益 UPに繋げ、単発ではあるが地域の方より

チラシ折り作業を受注し作業の幅を広げた。 

○生活介護では、意思決定支援を意識した活動としてサークル活動、個別支援活動を設定し小グループに分

かれ話し合いを行いながら活動内容を決定している。また、農園で育てた作物を調理して食べたり、季節に

応じた行事食の調理活動を行う等食育を実践している。 

○会議や研修を通して職員のファシリテーション力やプレゼンテーション力の向上を図っている。 

○事業計画案を職員全体から募り、毎月の会議で収支状況、年 2回の面談にて計画の進捗状況を確認しなが

ら、安定経営に向け職員一人ひとりが責任を持って取り組んでいる。 

◆努力すべき項目 

○A型や一般就労へのステップアップの実績がないため、今後は就労定着事業利用等の希望確認を行いステ

ップアップにつなげていきたい。 

○B型の定員が満たされていない。福祉センタープロジェクトと連動し利用者獲得に注力していく。 

○2024年度は、B型の平均工賃が伸びず加算取得ができなかった。工賃評価の見直しなどを検討している。 

 


